
まえがき＝地球環境保護に対する関心は年【以上の種々のハイテンを開発して，実用化を進
めており，ユーザから高い評価を頂いている。適用の拡
大に伴って多様化するハイテンへのニーズに対応し，特
徴ある製品を生み出し続けて，これに応えることが当社
のハイテン開発における責務であると考えており，また
開発を推進する原動力となっている。本稿では，会社創
立 100周年という節目の年を迎えるに当たり，当社の技
術

思想に基づいて開発した各種ハイテンについて紹介す
る。

1．組織制御型ハイテンの開発

　ハイテンの開発において基本となる必要特性は，強度
と加工性を高い次元で兼備えることである。複合組織を
活用したハイテンは強度－伸びバランソ
に硬質なマルテンサイト相を微細分散させたデュアルフ

ェイズ鋼の開発である。連続焼鈍ラインの熱サイクルを
駆使することにより，組織分率の制御，急速冷却による
組織の固定，硬質な第 2相の硬さ制御を実現し，強度と
加工性を両立させた組織を得ることに成功している。当
芝
従来の強度－伸び特性に加えて高い伸びフランジ特性が
要求されている。これに対し当社では，強度と伸び，伸
びフランジ性を高い次元で両立させた 9/檞鴉ォ



温度の見直しを行い，両相の硬度の差を低減栗









が得られる材料の開発が今後の課題であると考える。一


